






























Popperは1934年の処女作“Logikder Forschung" (英訳Popper(1959)) 
においてウィーン学回の論理実証主義を批判して，反証主義の立場を表明する。

















3) op. cit.， 106頁。
4) Popper (1963)訳書88頁。
5) Popper (1957)訳書135貰。
